
リスク評価ツール（アプリ）について

リスクアセスメントシート

〇 虐待の発生を予防し、あるいは虐待のあった家庭を支援するためには、リスク要因を的確に把握するとともに、家庭の養育状況
を把握して支援につなげることが必要

〇 家庭を支援するためには、様々な機関が関与することが重要であるが、そのためには当該家庭の状況や問題点を共通理解す
るための共通のアセスメント指標が必要

東京都では、児童相談所と子供家庭支援センターの共通のリスクアセスメント指標「リスクアセスメントシート」を東京ルールで定
め、活用している

アプリの開発

増加する虐待相談のリスク評価を適切に行うとともに、アセスメントシートを電子化・アプリ化することにより業務効率を向上

児童相談所と子供家庭支援センターが共通で活用しているリスクアセスメントシートのアプリを開発

・ 都と区市町村が切れ目なく連携し対応するため、リスク評価等の情報を迅速かつ的確に共有することが必要

→ リスク評価結果をデータ分析し、虐待のリスクを指標として見える化。都と区市町村間で迅速に情報共有

【令和２年度取組】

・ より精緻なアセスメントを行うには調査項目数を増やす（※）ことが求められるが、同時に業務負担の増加が懸念
（※2019年度子ども・子育て支援推進調査研究事業「児童虐待対応におけるアセスメントの在り方に関する調査研究」（参考資料２）による）

→ 入力が容易な操作機能やわかりやすい画面とし、現場の負担を軽減するアプリを開発

資料５



アプリ入力画面

詳細な内容から選択すること
ができる

1人の児童につき、6回分
のアセスメントが可能

アプリに入力した内容を反映したリスクアセスメントシートが出力される



スケジュールについて
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